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穂肥時期の判断は稲の幼穂長と、葉色を確認することが重要！
コシヒカリは、穂肥の施用が早すぎると下位節間が伸びて倒伏しやすくなります。
穂肥の多量施用や施用が遅れると玄米中のタンパク含量が多くなり、食味が悪くなります。
なお、有機質の肥料は化成肥料より３～５日程度早めに施用していただく必要があります。

幼穂２mm

幼穂10mm

出穂前日数
幼穂長
(mm)

備考

２８日 ０．３

２５日 １．０
倒伏しにくい品種「あきたこまち」
「日本晴」などの穂肥時期

２１日 ２．０

１８日 ５～１０
倒伏しやすい品種「コシヒカリ」「滋賀

羽二重糯」などの穂肥１回目

１２日 ４０～６０

４日 -
倒伏しやすい品種「コシヒカリ」「滋賀

羽二重糯」の穂肥２回目

表：出穂前日数と幼穂長
ネクタイと作業服を着た男性のイラストの

環境こだわり栽培に
取組まれる方は化
成窒素施用量(4ｋｇ/
反)の上限にご注意

ください。

◆いもち病に注意！

発生予察情報を確認し、多発地帯では早め
の対応が必要です。

1．湛水管理を確実に

①主食用玄米
あきたこまち（スタンダード米）、みずかがみ（プレミア米）、コシヒカリ（プレミア米・ＪＡ
米）、きぬむすめ

②水田活用米穀
備蓄米（あきたこまち・キヌヒカリ・コシヒカリ・日本晴）、飼料用米

水稲情報

◆現在の生育状況

5月中旬にかなり高温となり、以降も概ね気温はや
や高く推移し、「みずかがみ」や「コシヒカリ」などの早
生品種では生育が平年より早まっています。
また、「あきたこまち」や「みずかがみ」などの極早
生品種の出穂以降、管内においても稲穂にイネカメ
ムシが確認されております。米の収量確保、品質向
上に向けて、カメムシ防除の２回実施をお願いしま
す。

JA北びわこ営農情報の
◇LINEアプリで左の
QRコードを読み取る

または、
◇[＠977ｓｖｋｒｗ]
で友だち検索

写真：管内圃場にて撮影

ホソハリカメムシアカスジカスミカメイネカメムシ

【斑点米カメムシ類の防除時期】

【イネカメムシについて】

水稲の斑点米発生の原因となる斑点米カメムシ類が、管内の圃場において多く確認して
います。
今後、水稲が出穂すると畦畔や雑草地の斑点米カメムシ類が水田内に侵入し、水稲を加
害する恐れがあります。
今年も夏の猛暑が予測され、斑点米カメムシ類の大量発生が懸念されます。

昨年の水稲において、管内でもイネカメムシが多く確
認され、被害が拡大しました。
イネカメムシは斑点米及び不稔米を発生させる恐れが
あり、発生量が多いと大幅な減収に繋がる恐れがあり
ます。
７月頃から水田に飛来し、穂を加害するため、圃場で
の発生状況を確認し、適期防除を実施しましょう。

体長：約１３㎜
黄褐色
細長いカメムシ

斑点米
写真：管内圃場にて撮影イネカメムシ防除について

◆斑点米カメムシ類について

1.現在の状況について

2.被害について
斑点米カメムシ類は、畦畔などのイネ科雑草に生息して増殖しており、水稲の出穂後、
本田に侵入して穂（籾）の汁を吸います。吸汁された籾内の玄米は、斑点米となり、品質
低下の原因となります。大型種であるホソハリカメムシ、クモヘリカメムシやミナミアオカ
メムシなどは吸汁能力が高く、斑点米を多く作るため被害が大きくなります。

ホソハリカメムシ クモヘリカメムシ トゲシラホシカメムシミナミアオカメムシ イネカメムシ アカスジカスミカメ

アカヒゲホソミドリカスミカメ

写真：県より提供

7月15日に斑点米カメムシ類被害
多発注意報が発令されました

https://2.bp.blogspot.com/-I4m2Knzi3vA/UzKmqDqf3eI/AAAAAAAAemo/ESPLav6eN90/s800/job_koumuin_yakunin.png


①初発の把握
水田への飛来は７月上旬頃のため、６月下旬以降暑い日が続いた後は注意深く圃場を確
認し、初発を把握しましょう。
②薬剤防除
～粒剤散布体系～
１回目 キラップ粒剤・・・出穂１０日前（穂ばらみ期）～出穂期
２回目 キラップ粒剤・・・出穂期（圃場全体で４～５割の穂が出穂した状態）
※粒剤は水に溶けにくく効果が表れるまでに日数がかかりますので散布適期にご注意く
ださい。
～粉剤DL/フロアブル体系～
１回目 キラップ粉剤DL/フロアブル・・・出穂期
２回目 キラップ粉剤DL/フロアブル・・・出穂７～１０日後（傾穂期～乳熟期）
③収穫後の刈株のすき込み
虫の生育場所を残さないために収穫後刈株を速やかにすき込みましょう。

イネカメムシ防除について

【ミナミアオカメムシについて】

令和６年産、７年産でも管内の圃場において「ミナミア
オカメムシ」が多く確認されています。
特に、中晩生以降の品種では米穀検査でも規格外に
なるなど、収量品質に大きな影響を与えています。

斑点米カメムシ類の最も効果的な防除体系

コシヒカリの最も効果的なカメムシ類の防除方法は
①出穂３週間前（７月初旬）に圃場周辺の草刈を地域で一
斉に行います。（１回目）
②水田内のイネ科雑草（ヒエ等）は雑草が出穂するまでに
除去します。
③出穂期（７月末）に圃場周辺の草刈りを地域で一斉に行
います。（２回目）
④薬剤防除－必ず散布適期に２回防除を実施します。

「ミナミアオカメ
ムシ」の幼虫

「ミナミアオカメ
ムシ」の成虫

※令和７年管内圃場にて撮影

3.斑点米カメムシ類の特徴
種類 写真 体長 主要発生地 特徴

ホソハリカメムシ 9～11㎜ 関東以西

水田周辺の雑草地で発生し、稲が開花を始めると、成虫
が水田に飛来し、吸汁被害をはじめます
また、稲への産卵により幼虫が増殖し、登熟中期以降は
水田内で発生した幼虫・成虫が激しく加害します

クモヘリカメムシ 15～17㎜

西日本全域
から

関東・南東北
の太平洋側

イタリアンライグラス圃場で発生がみられ、繁殖した第1世代成虫が近隣
の水稲へ移動し加害します。水稲収穫後は主に畦畔のエノコログサ、メヒ
シバを餌として第2世代が成育します

登熟初期に水田へ侵入した成虫が産卵するので、登塾中期以降にふ化し
た幼虫が急増し、子実粒を加害します。登熟期の幼虫防除が重要で、出
穂10～14日後の本田防除が有効です

ミナミアオカメムシ 12～16㎜

本州
四国
九州

水田内で世代を繰り返すことができるので、登熟中期か
ら後期には水田内の幼虫・成虫密度が急増します
水田周辺の畑や雑草地からの飛来量も多いです

イネカメムシ 13㎜

関東
東海
近畿

７月頃から水田に飛来し、稲を加害します
斑点米及び不稔米を発生させる恐れがあり、発生量が多
いと大幅な減収につながる恐れがあります

アカスジカスミカメ 5～6㎜

北日本の太
平洋側及び
中国・近畿

卵で越冬し、イタリアンライグラス等のイネ科植物に産卵
増殖
水稲出穂以後に発生する第２世代以降の成虫が水田に
飛来侵入し、吸汁加害します

4.斑点米カメムシ類の防除について

１回目散布剤型 ２回目散布剤型 散布時期（１回目） 散布時期（２回目）

粒剤 粒剤
出穂10日前） 出穂3日後）

粒剤 /粉剤DL
出穂10日前） 出穂10日後）

/粉剤DL /粉剤DL
出穂3日後） 出穂10日後）

１回目散布剤型 ２回目散布剤型 散布時期（１回目） 散布時期（２回目） 

ｷﾗｯﾌﾟ粒剤 ｷﾗｯﾌﾟ粒剤 
穂ばらみ期 

（出穂 10日前） 

穂揃期 

（出穂 3日後） 

ｷﾗｯﾌﾟ粒剤 ｷﾗｯﾌﾟﾌﾛｱﾌﾞﾙ/粉剤 DL 
穂ばらみ期 

（出穂 10日前） 

乳熟期 

（出穂 10日後） 

ｷﾗｯﾌﾟﾌﾛｱﾌﾞﾙ/粉剤 DL ｷﾗｯﾌﾟﾌﾛｱﾌﾞﾙ/粉剤 DL 
穂揃期 

（出穂 3日後） 

乳熟期 

（出穂 10日後） 

 

斑点米を防ぐためにも必ず散布適期に２回の薬剤散布を実施してください！

※イネカメムシの防除については出穂期に1回目、出穂期の7
～10日後に2回目の薬剤散布を行います。
※「環境こだわり栽培」では、栽培基準以上に使用しますと環
境こだわり認証の対象外になりますのでご注意下さい。（栽培
基準：化学合成農薬の延べ使用成分数７成分以内）



令和６年産米の出荷に向けて

令和８年産米の出荷について

令和８年産米の出荷に向け、JAでは下記方法で米の出荷作業労力の軽減を
お手伝いします。

・個人調製米の庭先集荷
お電話にて作業所等へ米の集荷に伺います。

・個人調製フレコン出荷
主食用米：今年産よりＪＡに出荷契約を頂いた全品

種でフレコン出荷可能となります！
水田活用米穀：輸出用米・飼料用米

フレコンでの出荷により、作業の軽減ができます。
※計量機等の設備が必要となります。

・乾燥調製施設への主食用米の本乾燥籾出荷
自家乾燥した籾(水分１６％以下)を低料金にて施設で荷受けします。
籾摺り・籾殻捨て等の作業から解放されます。

利用料金 乾籾60kgあたり １，１２２円（税込）
※立毛での圃場乾燥は対象としません。

ご利用につきましては、事前のお申込みが必要となります。
別途申込用紙がありますので

詳しくは各地域のＴＡＣ担当へお問い合わせ下さい。

令和７年産より主食用玄米の端量のフレコン出荷が可能となりました。
端量米の出荷は、ＪＡのフレコン（青色）ではなく、別途購入をお願いします。
端量米の正味重量は３０ｋｇで割れる数量、また余マスは正味重量×１．０１２５（少数は切り上げ）で
お願いします。
例）正味重量：３００ｋｇ×１．０１２５＝３０３．７５ｋｇ ３０４ｋｇ＋３ｋｇ（フレコン重量）＝３０７ｋｇ
※ただし、乾燥ロットごとの端量のフレコン出荷はご遠慮下さい。

経営所得安定対策等交付金ついて

ゲタ対策・水田活用の直接支払交付金等における

自然災害等発生時の対応について

詳しくは長浜市農業再生協議会事務局（TEL.0749-65-6520）までお問い合わせください。

畑作物の直接支払交付金及び水田活用直接支払交付金等については、自然災害等に
より、減収や収穫皆無となった場合でも、一定の条件を満たせば交付対象となります。
その際には、被害状況等の確認が必要になりますので、鋤き込む前に、必ず、農業再
生協議会へご相談ください。

【必要書類】

①作業日誌等の生産記録（耕起、播種、防除など）
②資材の購入伝票等（農薬、肥料、種子など）
③被害状況や対策状況の「写真」（撮影日・地名地番入り）

イラスト：フリー素材「いらすとや」より引用



土を採る場所と時期

土の採り方

採取した土を乾かす

圃場の中央と対角線の５カ所から採り、合わせて均一に
してください。
収穫後、次作の作業（耕起・施肥）前に採土しましょう。

表土１cmくらいを除いてから、
深さ10～20cmの作土を移植ごて
で均等に採取します。

採取した土は、新聞紙などの上に薄く広げ、風通しの良い
日陰で１週間ほど乾かします。

１

２

３

乾かした土を篩にかける

乾かした土を１mmの篩に通して、細かい土を集めます。
篩の上に残った土は、軽く砕いて、また篩に通します。

４

サンプルを土壌採取袋に入れる

所定の土壌採取袋（封筒）に土のサンプルを入れ、
必要事項を書き込んで、ＪＡの担当職員へお渡しください。

５

10～20cm
採土部分

表層１cmは除く

土のサンプルの採り方

良い例 篩がけが不十分な例

※土壌分析の結果の返却は申込日より約１か月かかりますので、計画的に土壌分析の準備を行って下さい！

土壌分析 随時募集中！！
各地域のＴＡＣ担当までお気軽にお申し付けください！！

土壌分析
対象者
すべての農家

分析点数
1件あたり５点までとします。（５圃場）
土壌分析基本項目
水 田：ｐＨ、ＣＥＣ、りん酸、石灰、苦土、加里、けい酸
その他：ｐH、EC、CEC、硝酸態窒素、りん酸、石灰、苦土、加里

5点まで無料！

イラスト：フリー素材「いらすとや」より引用



大豆情報

マルバルコウ

難防除雑草に効果がある薬剤「アタックショット乳剤」をご紹介します。
○大豆生育期（本葉２葉期～開花期）の全面茎葉散布で
一年生広葉雑草の防除ができ省力的です。
○右記の様な雑草を含め広葉雑草に高い効果を示し、帰化
アサガオ類に対しても有望な対策剤として注目されています。
○処理翌日には効果が発現し、速やかに枯死、生育抑制に
至ります。

使用時期：収穫４５日前まで、本薬剤使用回数：１回

※イネ科雑草には効果が期待できないため、有効な
    体系処理剤を使用してください。
※薬害の恐れがあるため、購入の際には使用確認書の
    提出が必要となります。

作物名 適用雑草名 使用時期
使用
回数

10aあたり使
用薬量

10aあたり
希釈水量

使用方法

だいず

一年生イネ
科雑草(スズ
メノカタビラ
を除く)

雑草生育期
(イネ科雑草の3～10

葉期)
収穫30日まで

1回
200～
300mℓ

通常散布
50～100ℓ
少量散布
25～50ℓ

雑草茎葉
散布又は
全面散布

※薬液が直接大豆にかかると薬害が現れることがあります。

☆右のような広葉雑草が多い場合は

をおススメします！

☆イネ科雑草が多い場合は

をご使用ください！

中耕培土（２回培土で生育促進）

中耕・培土は雑草防除や倒伏防止だけでなく、大豆の生育を促進させる重要な作業にな
ります。作業が遅れると根を痛めるため、開花始めまでに必ず２回行いましょう！
＜効 果＞
①土壌の通気性が良くなり、根粒菌や根の活性が高まります。
②新しい根の発生が促され、生育後期の養分吸収が高まります。
③土壌の保水力が高まり、干ばつに強くなります。
④雑草の発生を抑えます。
⑤根張りを良くし、倒伏を防ぎます。
⑥排水・灌水がスムーズに行えます。 写真：中耕・培

土作業＜方 法＞
第1回目
本葉2～3枚の頃に子葉が隠れる程度の位置まで行います。
第2回目
本葉4～5枚の頃に初生葉が隠れる程度の位置まで行います。
中耕・培土は雑草防除や倒伏防止だけでなく、大豆の生育を促
進させる重要な作業です。作業が遅れ開花期近くになると根を傷
めるため、生育初期（播種後20～35日頃）に必ず2回行います。

写真：管内圃場にて撮影



開催場所：

ファーミングプレス新規登録方法

STEP２

利用申込フォームの

項目を入力し、「利

用申請」ボタンをク

リック。

↓

入力確認画面で

「利用申込」ボタン

をクリック。

STEP３

申込完了画面が表

示されます。

JAより後日送付され

るはがきに記載の

ユーザIDとパスワー

ドを、STEP1のログイ

ン画面で入力してく

ださい。

STEP１

ファーミングプレスについて

ファーミングプレスとは・・・
JAの利用者がご利用頂ける登録無料のインターネットサービスです。

ファーミングプレスの機能

①いつでもどこでもスマホやPCから帳
票・請求書を見ることが出来る！

②帳票や農業収支のデータを印刷・
ダウンロードが出来る！

③帳票が更新されるとメールで通知
される！

滋賀県農畜水産業経営強化緊急対策事業費補助金について

滋賀県農畜水産業経営強化緊急
対策事業費補助金ホームページ

詳細はこちらから→

補助率 補助上限額 補助下限額

1/2 ２００万 １０万

◆ 募集期間

◆ 補助内容等

二次募集：令和8年7月1日（水）～7月31日（金）

気候変動の影響や、生産コスト高騰の長期化等厳しい状況にある県
内農畜水産業者に対し、生産性・品質向上に向けた機器導入や県産
食材の販路拡大等に必要な経費を支援するため、「滋賀県農畜水産
業経営強化緊急対策事業」を実施

◆ 募集要項
二次募集の予算が当初の2.5億円から7.4億円に増額されました！

イラスト：フリー素材「いらすとや」より引用

※一次募集 申請結果
申請総数 ：1,068件
申請総額 ：約12.4億円
交付決定件数：806件

JA提出書類

本チラシ表面のURL、

QRコード、インター

ネット検索のいずれか

からログイン画面を開

き、「新規利用申込」ボ

タンをタップ。

ステップ01
申込完了画面が表示さ

れます。

JAから「ユーザ情報通知

票(ハガキ)」をお届けし

ますので、到着までお待

ちください。

ステップ03

通知票の「ユーザ

ID 」 「仮パスワー

ド」は本登録で使用

しますので大切に

保管してください

利用申込フォームの項目

（JA名、取引先コード、生

年月日」を入力し、「利用申

請」ボタンをタップ。 続い

て表示される確認画面で

「利用申込」ボタンをタップ

ステップ02「取引先コード」
（数字９桁）は、
ご自身のJA貯
金通帳、または
JA通知書に記
載のものをご
確認ください

「ユーザーID」「メールア

ドレス」「新パスワード」を

入力し、「登録」を選択し

ます。

パスワード変更後は、

一度「ログアウト」して

ください。

ステップ02
ログイン画面からユーザ

IDと新たに設定したパス

ワードでログインします。

ステップ03
JAからユーザ情報通知

票(ハガキ)が送付され

ましたら、ファーミング

プレスのログイン画面を

開き、通知票に記載の情

報をご入力ください。

ステップ01
1.仮登録 2.本登録

QR→

ファーミングプレス 検索



受講申し込みは、願書と「市町長」または「農業協同組合代表理事組合長・農業協同組合
代表理事理事長」の推薦書を農業大学校へ持込または郵送により提出し申込となります。
なお、個人申込に限り受付となり、募集期間前の申込はできません。受付後、本人宛に
「受講承認書」が送られますが、申込が多い場合は抽選となります。

・農業機械研修Ⅱ

・農業機械研修Ⅰ

研修の種類 研修日時 定員 申込期日

1

農業機械基本研修（実技編）
令和8年10月29日（木）

9：00～15：00
20名
先着順

令和8年9月3日（木）～
9月24日（木）

研修場所：滋賀県立農業大学校（近江八幡市安土町大中503）

農作業初心者に向けた農作業安全・農業機械基礎知識、トラクタによる耕うん作業、草刈り作業
の基本など、初歩的な技能の習得

2

農業機械基本研修（点検編）
※受講料が必要

令和8年12月9日（水）
9：00～16：00

20名
先着順

令和8年10月19日（月）
～11月9日（月）

トラクタ及びコンバインの点検整備と簡単な修繕技能の習得

研修場所：滋賀重農機整備センター（野洲市小篠原大岩山2-1）

研修の種類 研修日時 定員 申込期日

1
トラクタ
基本研修

令和8年10月5日（月）～9日（金）
9：00～16：00

20名
抽選

令和8年8月24日（月）
～8月31日（月）

2

けん引研修
※大型特殊免許
（農耕限定含む）
取得者対象

①令和8年10月19日（月）～23日（金）
9：00～16：00

各15名
抽選

令和8年9月7日（月）～
9月14日（火）②令和8年11月9日（月）～13日（金）

9：00～16：00

※受講申し込みが定員に達した場合、抽選となります。

※受講申し込みが定員に達した場合、抽選となります。

令和8年度 農業機械研修のご案内

滋賀県立農業大学校と株式会社 滋賀重農機整備センターで農業機
械研修が実施されます。
農業機械の実技・点検に関する基本項目について、大型特殊農耕用

免許・農耕用けん引免許の取得を希望される方は、受講されてはいか
がでしょうか。

受講申し込みは、しがネット受付サービスの申込フォームに必要事項
を入力し応募ください。
なお、申込期日内でも受講申し込みが定員に達した場合は、その時
点で申し込みが締切となります。

研修場所：滋賀県立農業大学校（近江八幡市安土町大中503）

受講を希望される方は各地域TACにお問い合わせください！



農作業中の熱中症を

予防しましょう!!

⚫ 毎年、約30名の方が農作業中の熱中症によ

り死亡

⚫ 死亡事故の約85％が7～8月に発生し

ている一方で3～６月にも発生

暑さを避ける

高温時の作業は極力避け、日陰や風通し
のよい場所で作業

こまめな休憩と水分補給

喉の渇きを感じる前に、こまめに水分・塩分を補
給

熱中症対策アイテムの活用

帽子や吸湿速乾性の衣服の着用、空調服や送
風機の活用

単独作業は避ける

複数名で作業を行う、時間を決めて連絡
をとり合う

農作業中の熱中症による死亡者数（月別）
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過去10年の
死亡者数計

259名

そのほか、日々の体調管理など熱中症に負けない体づくりをしておきましょう！

農作業中の熱中症を

予防しましょう!!

農作業中の熱中症農作業中の熱中症

予防のポイント予防のポイント

農業者の
みなさまへ

（人）

夏に向けて、農作業中に熱中症になる人が増えてきます。

熱中症は正しい知識を身につけることで、適切に予防することが可能です!!
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